
2006 July    133

前々回はクライアント部にWeb

Clientクラスを使ったプロキシサー

バーを紹介し、前回はサーバー部、

クライアント部ともにSocketクラ

スを使用したプロキシサーバーを紹

介した。今回は、前回のサンプル

プロキシサーバーをカスタマイズ

し、次のような機能を追加してみた。

・特定の拡張子（EXE）を持つ

ファイルのダウンロードの禁止

・特定のドメインのサイト（xxx.

com）へのアクセスの禁止

・特定の文字列を含むWebページ

の取得の禁止

・特定の文字列を含むWebページ

の文字列を置き換え

・すべてのページに広告を表示

カスタマイズのためのプロシー

ジャは分離されているので、読者

はプロキシサーバーの本体のプログ

ラムを理解していなくてもプログラ

ムを追加できる。

さて、前回のプロキシサーバーは

ターゲットのWebサーバーが送り

返したデータを、バイナリデータと

してそのまま転送していたので、

文字コードの問題は発生しなかっ

た。しかし、今回のプロキシサー

バーは内容を文字列として分析す

る必要があるので、適切な文字

コードでエンコード／デコードを

する必要がある。また、前回から

はバイナリデータの転送に対応す

るために、受信データバッファに

StringBuilderクラスではなくBina

ryWriterクラスを使用するように

変更した。BinaryWriterクラスは、

Streamオブジェクトを使用して

データを一時的に保持することが

できる。

というわけで、新しいプロキシ
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サーバーの説明をする前に、これら文字コードとStream

オブジェクトの扱いをまとめて解説する。そのためのサ

ンプルとして用意したプログラムがサンプル1の文字列

エンコードプログラム（図1）である。このサンプルプ

ログラムは文字列を、ユーザーが指定したエンコードで

変換し、バイナリデータとしてStreamオブジェクトに格

納し、それをバイナリの十進表記で表示したり、任意の

エンコードでデコードして文字列として表示する機能が

ある。

文字を使ってコミニュケーションをするには、コンテ

ンツ製作者が書いた文章がそのまま、読む人の手元に表

示されればいいわけである。もっとも妥当な方法は、文

字を映像として記録し、それを読み手に渡す方法である。

これならば文字コードは無関係である（画像フォーマッ

トの問題はある）。本というのは、この方法を採用した

媒体だということができる。文字で内容を伝えるすべて

の本がそうだと書こうと思ったが、点字本のような特殊

なものもあるので一概には言えない。

コンピュータが文字を映像として扱わない最大の理由

が、データ容量にあることはほとんどの人が知っている

だろう。画面いっぱいの文字を表示する画像ファイルは

白黒で圧縮しても数十キロバイトあるが、テキストファ

イルならば数キロバイトで済む。たとえば、あるテキス

トを白黒イメージでGIFファイル化したものは49KBの

ファイルサイズだが、テキストファイルで保存すると

4.9KBなので10分の1のサイズである。もっとも、GIF

ファイルとして圧縮している時点でエンコード／デコー

ドをしているとも考えられるし、また、読み取れる限界

まで解像度を落とすことで画像ファイルのサイズを小さ

くすることもできるので、あまり有効な比較とはいえな

い。それでも文字の記録された画像データを、読み取れ

る状態のまま、GIFファイルよりさらに10分の1にする

のは難しいのではないだろうか。

もちろん、文字を画像ではなくコードとして扱う理由

はデータサイズの問題だけではない。とはいえ、現在の

コンピュータが文字を文字コードとして扱うのは、あま

りにも基本的な前提となっているので、なぜ画像ではな

く文字コードなのかと考えると、なにもかもゼロから考

えないといけないように思えてくる。人間にとって文字

とは、図形の発音への変換だと考えることができる。わ

れわれは、たとえば「あ」という形を見ると、それに対

応した発音を思い出すような変換コード表を頭の中に

もっている。もっとも、これはひらがな、カタカナ、ア

ルファベットといった表音文字の場合だけである。漢字

のような表意文字の場合、話は複雑になる。「机」とい

う表意文字を見た場合、私達は机という具体的なイメー

ジや機能を思い浮かべると同時に「つくえ」という発音

も思い浮かべる。しかし、実は同様のことが表音文字で

も起こり得る。「コンピュータ」という文字列を見たと

き、実は私達はコンピュータという発音を思い浮かべて

コンピュータをイメージするのではない。「コンピュー

タ」という文字列の形が、直接コンピュータという概念

に結びつく。だから「こんぴゅーた」と平仮名で書かれ

ると、それがコンピュータであることに思い至るのに一

瞬遅れるのである。この場合、一度、音声化してから意

味に変換しているというよりは、われわれが、ひらがな

⇔カタカナ、という直接の変換能力を持っていて、それ

が実行されるためであるように思う。ところで、たとえ

ば「帰る」という意味を表わすのに「カエル」と表記し

たとしよう。私達は、それを「帰る」と判断するよりは、

両生類のカエルと判断するだろう。しかし「イエニカエ
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図1：サンプル1「文字列エンコードプログラム」

文字コードを使う理由




